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平成 27年評議員会および総会報告

平成 27年9月9日(水)の評議員会ならびに 10月 10 8. その他

日(土)の総会において承認された庶務，議事，会計に O集会担当幹事会

ついて報告する. 第81回総会:平成 27年 10月 10日(土)13: OO~ 

庶務報告

1.会員(平成 27年 3月末現在)

正会員 809名

学内 705名 (うち未61名)

学外 104名

(入会 17名/退会 54名)

名誉会員 109名

準会員 811名

特別会員 O名

計 1 ，729名

2. 東京女子医科大学雑誌(平成 26 年 1~12 月〉

発行部数(月 1.150部

寄贈交換 144部

囲内 141部/国外3部

発行回数(年 9回

特別号3回含む

3. 集会(平成 26 年 1~12 月)

例会(第 349・350回 2回

総会(第 80回 1回

評議員会 1回

幹事会(集会6回/編集 5回 11回

4. 記念楯(平成 26 年 1~12 月)

学会主催講演 2個

学会共催講演 O個

5.新名誉会員〈会則第 6条，内規第 1条による〉

肥塚直美名誉教授・亀岡信悟名誉教授

6.新幹事

(平成 27年 6月， ABC 順)

以上名誉教授2名名誉会員合計 111名

集会担当幹事

唐津久美子 教授・講座主任(医学部放射線腫蕩学)

岡本高宏教授・講座主任(医学部外科学(第二)) 

小森万希子教授(東医療センター麻酔科)

尾崎恭子教授(看護学部臨床医学系)

編集担当幹事

清水洋子教授(看護学部地域看護学)

7. 内規改定

第3条集会 2.例会

現行

3) 2月は山川寿子研究奨励賞および佐竹高子研究奨

励賞授与式と前年度受賞者の研究発表，…

改定後

3) 2月は山川寿子研究奨励賞，佐竹高子研究奨励賞

および中山恒明研究奨励賞授与式と前年度受賞

者の研究発表，

15 : 15 

シンポジウム「グローバル社会における感染症」をテ

ーマに 3名にご講演いただく.

第353回例会:平成 28年 2月27日(土)13: OO~ 

一般演題・研修医症例報告を 11月 16日締切で募集.

第32回吉岡弥生記念講演会:平成28年5月23日(月)

13 : 15~16 : 00 

「弥生先生を語るJI記念講演」ともに講師を検討中.

0編集担当幹事会

査読依頼方法の見直し:

従来の方法(プリント原稿+査読結果入力ファイルの

メール送信)に加えて，査読論文の電子ファイルをメー

ルでお送りすることにした.査読時にご活用ください.

二次出版Secondarypublication : 

一定の条件のもと認めることとした.それに伴い，

投稿規定を改訂した

シリーズについて:

「免疫Jを第 85巻 1号より掲載中.次回は「感染症」

を第 86巻 l号より掲載予定.

(庶務担当幹事内田啓子)

議事

1.新評議員

会則第 5条に基づき，下記 14名が推薦，承認され，

評議員合計240名となった.任期 4年(平成 27年

10月1日~平成 31年9月30日) (就任順 *新任)

医学部

松本悦子准教授(内科学(第一))

本多祥子准教授(解剖学)

唐津久美子教授・講座主任(放射線腫蕩学)* 
鶴田敏久准教授(小児科学)* 
朴 仁三准教授(循環器小児科)*

西村勝治准教授(精神医学)

片桐 聡准教授(消化器外科学)

三村達哉准教授(東医療センター眼科)

南家 由紀准教授(謬原病リウマチ痛風センター)

町田 治彦准教授(東医療センター放射線科)

川島 明次准教授(八千代医療センター脳神経外科)

森 直樹准教授(血液内科学)

看護学部

清水洋子教授(地域看護学)*

演田 由紀准教授(精神看護学)

会計報告

平成 26年度収支決算ならびに平成 27年度収支予算を

以下のとおりに報告し，承認された.また，八木淳二・

石黒直子両監事による監査の結果，適正である旨承認さ

れたことを報告した.



1.平成 26 年度収支決算報告(平成 26 年 4 月~平成 27

年3 月)

収入:会費収入 4，963 ，500 円，雑誌刊行収入 6，58 1， 434

円，盾売却収入 O 円，雑収入 88 ，531 円で平成 26 年度

収入合計は 11 ，633 ，465 円であったこれに前期繰越金

27 ，323 ，802 円を加え，収入合計 38 ，957 ，267 円であった

支出:学会開催に関わる集会費 374 ，828 円，雑誌刊

行に関わる出版費 7.34 1. 741 円 事務経費の経常費

363 ，571 円で，平成 26 年度支出合計は 8，080 ，140 円とな

り，次期繰越金 30 ，877 ，127 円を計上した

結果:平成 26 年度収入合計 11 ，633 ，465 円に対し平成

26 年度支出合計 8，080 ，140 円で，結果 3，553 ，325 円の黒

字であった.

平成 26 年度収支決算書(平成 26 年4 月~平成 27 年3 月)

収入の部

科目

<単位:円>

26 年度予算額 26 年度決算額 差額

2. 平成 27 年度収支予算報告(平成 27 年 4 月~平成 28

年 3 月)

収入:平成 26 年度決算額をもとに，会費収入

4，800 ，000 円，雑誌刊行収入 4，26 1， 000 円，盾売却収入

20 ，000 円，雑収入 72 ，873 円で，平成 27 年度収入合計

9，153 ，873 円を計上した.これに平成 26 年度からの繰

越金 30 ，877 ，127 円を加え，収入合計 40 ，03 1， 000 円を計

上した.

支出:集会費 700 ，000 円，出版費 7，760 ，000 円，経常

費 910 ，000 円を計上し，平成 27 年度支出合計 9，370 ，000

円に次期繰越金 30 ，66 1， 000 円を加えた 40 ，03 1， 000 円を

支出合計として計上した

(会計担当幹事遠藤弘良)

平成 27 年度収支予算書(平成 27 年4 月~平成 28 年3月)

収入の部

科目

<単位:円>

27 年度予算額 26 年度予算額 増減

1.会費収入 5，045 ，000 4，963 ，500 ム 81， 500 1.会費収入 4，800 ，000 5，045 ，000 ム 245 ，000

2. 雑誌刊行収入 8，617 ，000 6，581 ，434 ム 2，035 ，566 2. 雑誌刊行収入 4，261 ，000 8，617 ，000 ム 4，356 ，000

3. 盾売却収入 40 ，000 。ム 40 ，000 3. 盾売却収入 20 ，000 40 ，000 ム 20 ，000

4. 雑収入 62 ，198 88 ，531 26 ，333 4. 雑収入 72 ，873 62 ，198 10 ，675 
_ . ーーーーーーーーーーーー・値ー幽ーーー・ーーーーー・・・・・再開『ーーーーー』ーー - - - - - ーーーーー・ _ . . 弔問 - - - - ーーーーーーー』ー . .ーー・・・ - - - - 』ーーーーーーーーー・ーーーーーーーーー- - - - - - -胃『ーーーーーーーー- - - -ーーーー・岨圃・・・ーーーーーーー・・・・ーーー・・ーーー"ーー- - - -・ーー・・・・

当 期収入合計 13 ，764 ，198 11， 633 ，465 ム 2，130 ，733 当期収入合計 9，153 ，873 13 ，764 ，198 ム 4，610 ，325

前期繰越 27 ，323 ，802 27 ，323 ，802 。 前期繰越 30 ，877 ，127 27 ，323 ，802 3，553 ，325 

収入合計 41， 088 ，000 38 ，957 ，267 ム 2，130 ，733 収入合計 40 ，03 1， 000 41 ，088 ，000 ム1， 057 ，000

ロ口

立
口
-
'

の
一
手

出
一

支
一

26 年度予算額 26 年度決算額 差額 日
口

立
日
目
・

の
一
帯

出
一

支
一

27 年度予算額 26 年度予算額 増減

1.集会費 466 ，000 374 ，828 ム 91，1 72 1.集会費 700 ，000 466 ，000 234 ，000 

2. 出版費 9，372 ，000 7，34 1， 741 ム 2，030 ，259 2. 出版費 7，760 ，000 9，372 ，000 ム1， 612 ，000

3. 経常費 1， 060 ，000 363 ，571 ム 696 ，429 3. 経常費 910 ，000 1，060 ，000 ム 150 ，000
ー- - - - -ーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーー・ーーーー・・"・ーーー・『四ーーーー・ーーーーーー・ーーーーーー・・・ーーーーーーーーーーーー』ーーー. .・・ ーーーーーーーーーーーーーーーーー- - - - - - - - -ーーーーー『ーーーーーーーーーーーーー. .国ーーーー・・・ー.ーーーーーーー- - - - - - - - - - - -ーーーー・. .・・

当 期支出合計 10 ，898 ，000 8，080 ，140 ム 2，817 ，860 当期支出合計 9，370 ，000 10 ，898 ，000 ム1， 528 ，000

次期繰越 30 ，190 ，000 30 ，877 ，127 687 ，127 次期繰越 30 ，66 1， 000 30 ，190 ，000 47 1， 000 

支出合計 41 ，088 ，000 38 ，957 ，267 ム 2，130 ，733 支出合計 40 ，03 1， 000 41 ，088 ，000 ム1， 057 ，000



査読へのお礼

東京女子医科大学雑誌では第 85 巻への寄稿・投稿論文につきまして，編集担
当幹事のほか次の先生方にご査読をお願いいたしました.ご協力に厚く御礼
申し上げます.

東京女子医科大学学会編集担当幹事会

新井田達雄 唐津久美子 清水忠夫 長谷川久弥 村田泰章

飯岡由紀子 神崎正人 瀬下明良 原由紀子 八尾 享

飯嶋 日主 菅野 多賀谷悦子 春田郁子 八木淳二

石黒直子 北川一夫 田窪敏夫 樋口千恵子 矢口有乃

石郷岡純 幸地克憲 中村真一 日沼千尋 山本智子

石崎純子 斎藤 刊百万必主D 長嶋洋治 平井由児 吉松和彦

上塚芳郎 志賀 岡。 永田 智 正岡直樹

上野恵子 清水京子 西野隆義 松岡雅人

内山 ii 日且 清水 '陪 布団伸一 武藤順子

(五十音順，敬称略)



雑報

O 編集担当幹事会

日 時 平 成 27 年 9 月 7 日(月) 17: 30 より

場所総合外来センター 1階セミナー室

議題東京女子医科大学雑誌 85 巻 6号査読結果審

議， Secondary publication ， Crosscheck 構築

とテストの協力願い，電子図書館事業 NII-

ELS 終了と ]-STAGE ，都内 3大学医学会雑

誌情報交換会，その他について

O 平成 27 年評議員会

日 時平 成 27 年 9 月 9 日(水) 17: 00 より

場所臨床講堂 1
議題庶務報告，会計報告，審議事項，その他

。第 81 回総会

日 時平 成 27 年 10 月 10 日(土) 13: 00 より

場所弥生記念講堂

次第 総会，シンポジウム「グローパル社会におけ

る感染症」

編集後記

今年最後の東京女子医科大学雑誌編集担当幹事会も

先日終え， 2015 年もいよいよ残りわずかとなった.時

はその流れの中に人々を包み込み無数の喜怒哀楽をも

泰然とそして絶えることなく包含し刻んでいくが，こ

の流れに抗って，年の瀬にいっとき来し方に思いを馳

せるのは多くの人々にとっての年中行事であろう.

さて，今年を振り返ったとき一躍注目された言葉に

“ルーテイン"がある.いわずと知れた五郎丸氏のあの

ゴールキックの際の所作のことである.対南アフリカ

戦の勝利と相まって俄かラグビーファンを数多く生み

出し， 4 年後の日本での W 杯開催に向けて，その寄与

の大きさは測り知れない.この“ルーテイン"は， し

かしイチローやウサイン・ボルトなど超一流スポー

ツ選手がここ一番の集中すべき場面で欠かさず、行って

いる行動にもみられる.イチローがバッターボックス

で構えるとき，パットを外野に向けて l 回転させ右袖

をまくり上げる仕草は，彼へのあこがれとともに多く

の子供たちの模倣するところとなった.

実はスター選手でなくとも， 日常生活の多くはルー

ティンの積み重ねであり 試行錯誤の上にルーティン

が形成されていることに気付く.われわれ外科医は，

先輩らの手術からそのテクニックを吸収し自分なりの

創意工夫を加え独自の手術スタイルを確立していく.

手とり足とり教えられるままに行った“メスおろし"

から，究極の“神の手"を目指して，より高度のルー

ティンを確立すべくブラシュアップを続けていくのだ.

東京女子医科大学雑誌では，学位論文を主とした原

著や症例報告の他に，テーマを掲げて特集を組み，様々

な領域の粋を集めた論文をご紹介している.その中に

は，最先端のそして長年の経験から培われたテクニッ

クや知見が示されている.読者の研究，診療における

ルーティンのブラシュアップに大いに寄与することを

念じている (2015. 12 ，神尾孝子)

編集担当幹事:阿部光一郎 青見茂之 江川裕人O 遠藤弘良 測之上昌平 萩原誠久

林和彦 槍垣祐子 平津恭子 石田英樹 神尾孝子 糟谷英俊

木林和彦 小谷透 松井英雄 野中学 大貫恭正 斎藤加代子

坂元薫O 棲井裕之 津田達男。 清水洋子 篠崎和美 杉原茂孝

玉置淳 田中淳司 谷口敦夫 徳重克年 内田啓子 内潟安子

山口直人 (ABCJII 貢，。幹事長， 0 副幹事長)

東京女子医科大学雑誌 85 巻 6号:平成 27 年 12 月 25 日発行(偶数月発行)

J ournal of Tokyo Women' s Medical U niversity Vo l. 85 N 0.6 : December 25 ， 2015 

発行者:吉岡俊正

発行所:東京女子医科大学学会

事務局:干 162-8666 東京都新宿区河田町 8-1 東京女子医科大学 中央校舎 3階学会室

Tel & Fax: 03-5269-7403/E 幽mail: gakkai.bi@twmu.ac.jp 

購読料:年会費 6，000 円に含む. 1冊定価 1，000 円(税・送料共)

振込先: (銀行振込)東京女子医科大学学会会長吉岡俊正
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東京女子医科大学雑誌~チェツクシート~

以下の口にすべてチェックが入った状態で、投稿してください

量出董塑
口原稿 3部

口投稿申込書

く原著の場合>

口主任教授または指導者の署名

く英文論文の場合>

口英文校関証明書

口電子媒体

口表紙岡本文(倫理審査利益相反を含むト文献を「本文」ファイルとする

口英文要旨を「英文要旨」ファイルとする

口和文要旨を「和文要旨」ファイルとする

口図・写真の説明を「図説」ファイルとする

口図・写真または表を「図J r表」ファイルとする

口チェツクシート(本紙)

原稿書式

口A4判用紙

口行間 1.5 行程度あける

ロページ番号を付す

口小見出しの番号は、 1 .→1)→(1)→①の順で使用する

口図表箇所を原稿右余白に記す

口略称を用いる場合、初出時に定義する

口修飾文字(イタリック，上付き，下付きプライム等)を指定する

口原稿枚数の上限内である

く原著と総説の場合>

口刷上り頁数(図表含む) 10 頁

口図表 10 点

墨盤
口A4判用紙 1枚におさめる

く和文論文の場合>

く報告の場合>

口刷上り頁数(図表含む) 6頁

口図表 5-6 点

く英文論文の場合>

平成25 年9月

口原稿の種類 ※原著/総説/報告など 口原稿の種類 ※Original~Review~Report など

口和文タイトル

口和文所属

口著者氏名(フリガナ)

口英文タイトル

口ローマ字著者氏名 ※名・姓のJI 贋，姓は大文字

口英文所属

英文要旨

口A4判用紙 1枚におさめる

口英文タイトル

口ローマ字著者氏名 ※名聞姓のJI 買，姓は大文字

口英文所属

口本文 200 words 程度

口Key Words (英単語 5個以内)

担玄重量
口A4判用紙 1枚におさめる

口和文タイトル

口和文所属

口著者氏名(フリガナ)

口本文 800 文字程度

口英文タイトル

口ローマ字著者氏名 ※名・姓の順，姓は大文字

口英文所属

(裏へ)



杢茎撞盛
く総説の場合>

口はじめに Introduction 

口おわりに Conclusion 

ロ文献 Reference 

く原著の場合>

口緒言 Introduction 

口対象および方法 Materials and Methods 

口結果 Results 

口考察 Discussion 

口結論 Conclusion 

口文献 Reference 

く報告の場合>

口緒言 Introduction 

口症例 Case Report 

口患者 Patient 

口主訴 Chief cαnplaint 

口既往歴 History of past i 1 Iness 

口現病歴 History of present i 1 Iness 

口血液生化学検査 Blood gases など

口結果 Results 

口考察 Discussion 

口事詰命 Conclusion 

口文献 Reference 
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文献

口文献引用箇所を本文中に明記する

口文献番号は本文表出順とする

口著者名は姓・名順とする

口省略を表すピリオドは不要

口雑誌名は略記する

口終頁は省略しない (例)正: 234-236 誤: 234-6 
口その他、記述法が正しい

く雑誌の場合>

著者名 3名+ほかまたは et al :論文のタイトル.雑誌名の略記巻(号) :始頁一終頁，発行年

く著書(和文)の場合>

著者名 3 名+ほか:引用章タイトル書名 J (編集・監修者名)， pp 始頁ー終頁，出版社，出版地(発行年)

く著書(英文)の場合>

著者名 3 名+et al :引用章タイトル. In 書名(編集・監修者名 ed) ，pp 始頁一終頁，出版社出版地(発行年)

図(写真)の説明

ロタイトルがある

口説明がある

ロタイトルおよび説明を英語表記とする

図(写真)

ロ図周写真中の単語を英語表記とする

口文字サイズ・フォン卜を考慮して作成する

口図番号を明記する ※写真は図とする

口希望する印刷法(カラーまたはモノク口)を明記する

口手札サイズの写真はM 判用紙に貼る(四隅のみ糊付け)

口同じ図番号の場合は出来るだけ同じ用紙におさめる

ロカラー印刷希望の場合は出来るだけ 1頁におさめる ※出来上り 1頁 60 ，000 円

く転載の場合>

口出典元情報を明記する

口転載許諾を得る ※転載許諾書をご提出下さい

表

ロタイトJレカtある

口説明がある

口表中の単語、タイトルおよび説明を英語表記とする
署名

東京女子医科大学学会/中央校舎 3階学会室(内線 22314)



平成25 年 9月

投 稿申込書

平成年月日

東京女子医科大学学会編集担当幹事長殿

下記論文を貴誌に投稿いたします。この論文は他誌に未発表であり、また投稿中でもありません。

採用された場合には この論文の著作権を東京女子医科大学学会に委譲すること、当学会と契約を交

わした Web サイトへ全文または要旨を収載することに同意いたします。

なお、本論文の内容に関しては、著者(ら)が一切の責任を負います。

主三l
| 論文表題 | 

名 著者全員の署名が必要です。欄が足りない場合はコピーして 2 枚提出して下さい。

① 年 月 日 ② 年 月

③ 年 月 日 ④ 年 月

⑤ 年 月 日 ⑥ 年 月

原稿種類 口に，(または×を入れて下さい。

口原著(口学位申請論文) 口総説 日報告 口ほか (

原著・学位申請論文の場合、主任教授または指導者の署名が必要です。

| 連絡先 口医局・教室 口出張先 口自宅

氏名 |所属|

住所 γ 

Tel I Fax I IE-ma 山台ess I 

請求書宛名| 口筆頭著者名 口医局・教室名 口ほか (

|請求書送付先 口医局・教室 口出張先 口自宅

氏名 |所属|

住所 T 

利益相反 口なし 口あり

IR ※登録 口同意しない

※IR とは「東京女子医科大学学術リポジトリTw inkleJ

(http://ir.twmu.ac.jp/dspace/) のこと。

IR には全文を登録します。

図のない場合は同意していただいたものといたします。

学会室記入欄:

論文受付日

論文受理日

受付番号

年月

年月

日

日

日

日

日



東京女子医科大学雑誌投稿規定(平成 27年10月改訂)

1.投稿資格:投稿は共著者も含め本会会員に限る.但し，

本学に籍のない共著者は会員であるかを問わない.ま

た，準会員のみでは投稿できない.

2.原稿種類:投稿内容は原著，総説，報告，抄録，などと

する.いずれも未発表のものに限る.ただし例外とし

て，他誌に発表されたものについて，一定の要件を満

たし，編集担当幹事会が認めた場合は二次出版 (sec-

ondary publication) を認める.要件はホームページ

「二次出版に関するお知らせ」参照のこと.

3.倫理:人を対象とした論文は，東京女子医科大学倫理

委員会規程ならびに遺伝子解析研究に関する倫理審査

委員会規程に則って行われた研究であり，また動物を

用いた研究は東京女子医科大学動物実験規程を道守し

て行われた研究でなければならない.なお，本学以外で

行われた研究の場合は これに準ずるものとする.

4.採否・掲載順:原稿の採否，掲載順は編集担当幹事会

において決定する.受理した原稿は原則として返却し

ない.

5.著作権・版権:本誌に採用された場合，著作権は本学

会に委譲され，版権は本学会に帰属する.

6.転載・引用:既出版の図表を転載・引用する場合は必

ず出典を明示する.その際，著作権の所有者の転載許可

を必要とする.

7.依頼原稿:総説は原則として編集担当幹事会の依頼に

よるものとしその著者は本会会員に限定しない.掲載

料ならびに別刷 50部までを無料とする.

8.抄録:編集担当幹事会が必要と認めた学術集会の抄録

その他に関するものは有料で掲載することができる.

本会が認定した分科会の場合は刷上り 2頁まで無料と

する.

9. 臨時増刊:依頼により臨時に特別号を発行することが

できる.費用は依頼者の全額負担とする.

10.料金:掲載料は普通紙で，和英論文とも刷上り原著・

総説は 4頁，報告は 2頁まで無料，超過 1頁につき

5，000円とする.別刷は50部単位で表紙に明記し，実費

とする.

11.投稿締切:原則として偶数月 7日を締切とする.

12. 提出:原稿3部，投稿申込書，チェツクシート，電子媒

体 (USBなど)を提出する.英文論文は英文校閲証明

書も提出する.投稿申込書は主任教授または指導者の

承認，共著者の同意，著作権の委譲に関して証明したも

の.

13.校正:初校・再校とも著者校正を原則とする.大幅な

改変は認めない.

14.原稿枚数の上限

原著・総説は刷上り 10頁(図表含む)程度，図表 10

点程度とする.報告は刷上り 6頁(図表含む)程度，図

表 5~6 点程度とする.

15.原稿の書き方:

1)書式:原稿は A4判に横書きとし上下左右余白・行

聞を適宜とり，本文最初の頁に文字数×行数の設定を

明記する.

2)表紙:表題，所属，主任または指導者氏名，著者氏名

(フリガナ)，英文表題，ローマ字著者名(名・姓のJII貢，

姓は大文字)，英文所属，著者連絡先を書く.

3)要旨:和英論文とも，和文要旨 (800字以内)，英文要

旨 (200語以内，英単語5個以内のキーワード)を添

える.

4)英文論文は本文・英文要旨・図表およびその説明の

英文校閲を受け，その証明を添付する.

5)構成:原則として，緒言，対象および方法，結果，考

察，結論，利益相反，文献，図の表題と説明，図，表，

の順とする.

6)図(写真)・表:図表およびその説明は，和英論文とも

英語表記とする.図はそのまま印刷できる明瞭なもの

とし，修飾(立体や網掛けなど)しない.図番号を明

記する.図の表題と説明は別紙に一括する.カラ}写

真・アート紙使用はその旨明記し，トレースを要する

場合もともに実費を徴収する.表は横線のみで構成

し表題・説明を含めたものとする.

7)用語・単位:当用漢字，現代かなづかいを用いる.専

門用語は学会で統一されたものを用い，略語は初出時

に正式用語またはスペルを記載する.度量衡の単位，

記号は国際単位系 (SI)を原則とする.数字と単位の

聞は， oCと%を除き， 1スペースあける.

8)文献:本文表出順に番号を付け，次の形式で記載す

る.著者は3名まで記載し外国人名は姓名の順とす

る.雑誌名の略記は医学中央雑誌およびMedlineに

従う.

雑誌;

川村雅枝，重本六男，森吉百合子ほか:ラット cys-

teamine十二指腸潰蕩の発生機序について.東女医大

誌 56: 668-676， 1986 

Quimby GF， Bonnice CA， Burnstein SH et al: Ac同

tive smoking depresses prostaglandine systhesis in 

human-gastric mucosa. Ann Intern Med 104: 616-

619， 1986 

Jurgens HA， Johnson RW: Dysregulated neuronal-
microglial cross-talk during aging， stress and inflam-

mation. Exp Neurol 2010， doi: 10.1016/j.expneurol. 

2010.11.014， Published online (accessed on Aug 28， 

2010) 

単行本;

城所良明:神経筋接合の形成「筋発生の細胞生物学」

(小沢英二郎，嶋田裕，真崎知生編)， pp259-282， 

学会出版センタ東京 (1983)

Kahn CR， Roth J: Insulin receptorsin desease states. 
In Hormone-Receptor Interaction (Levy GS ed)， pp1-

29， Marcel Dekker， New York (1981) 

Bargman JM， Skorecki K: Part 13. Disorders of the 

Kidney and Urinary Tract. Chapter 280. Chronic Kid-

ney Disease. In Harrison's Online. The McGraw-Hill 

Companies， New York. http://www.accessmedicine. 

coml content.aspx?aid = 9130075 (accessed on Sep 5， 

2011) 

16. 電子媒体:USBなどに原稿と図表のファイルを保存

し，ソフト (version)筆頭著者名，所属を記す.

17.連絡先:投稿，編集，印刷に関する問い合わせ等はすべ

て下記宛とする.

干162-8666 東京都新宿区河田町8-1

東京女子医科大学 中央校舎3階学会室

Tel ・代表:03-3353-8111 (内線22314)

Tel & Fax: 03-5269-7403 (直通)

E-mail address:gakkai.bi@twmu.ac.jp 

URL : http://www.twmu.ac.jp/gakkai/ 
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zfZZ2 ービス盃益KaLib
Ka Li b (カリプ〉は、 学術に特化した電子書籍サービスです。

論文、ガイドライン、テキスト等のコンテンツをタブレットやスマート

フォン、 PC など、お好みのデバイスで、関覧しながらメモをとるこ

とができます。また、興味のある論文だけをピックアップし、 自

分だけの本としてまとめたり、用語集をとりこんで、さらに便利な

リーダーにカスタマイズするとともできます。

株式会社杏林舎 寵曙 03-3910-4311

干114-0024 東京都北区西ケ原子46-10 D 路軍 support@kalib.jp
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端息治療配合剤処方せん医薬品注薬価基準収載|効能効果、用法・用量、禁忌、原則禁忌を含む使用上

網開聞置 . . . 闘聞 . - - 聞閣官 I @ の注意等については添付文書等をご参照下さい。

... --叫 ... 幽， ..... ..... 眠，. I新しし、端息治療配合剤フルティフォームのすべてがわかる医療

-1-1...， 一 " 一，.，.... ~I従事者向けWebサイト「フルティフォーム.jpJをご覧くださし、

時 鰭f2bZ ゆ56 111l AIII.120 1lll AIII t抗みみ56 111l AIII.120 1lll A用 lhttp://www.flutiform.jp

杏林製薬株式会社

作成年月 2014.12

- E ・E ・・E ・E ・E ・.....m iHiT iii 宮崎冨間置

二万レチ力ゾンプロピオン酸工スまル/ ホルモテ口→レフマル酸塩水和物吸入剤
注)注意ー医師等の処方せんにより使用すること

東京都千代田区神田駿河台四丁目6番地

〈資料請求先.くすり情報センター〉

③ 

5α 還元酵素1型/2 型阻害薬男性型脱毛症治療2
圃副処方議医薬品(注 意ー医師等の処方婆により使用すること) |匡亙霊豆亙

tt 措置・ロ加包jb 111 
ẐĜLLO@Capsules デ訓テ1) ドカプセ

「効能・効果」、「用法・用量」、「禁忌を含む使用

上の注意」等は、添付文書をご参照ください。

製造販売元(輸 F

グラクソ・スミスクライン株式会批
干151-8566 東京都渋谷区千駄ヶ奇 4-6-1

グラクソ・スミスクラインの製品に関するお問い合わせ・資料請求

TEL: 0120-561-007(9:00~18 :00/土日祝日及び当社休業日を除〈

FAX: 012 0- 561-047(24 日寺間受ホ

作成年月 2015 年9
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/ 免疫抑制剤 (mTOR~.H害剤)

ll~.Iヲーティ力ン錠:5i号
、面....，.. 圃劃1処方筆医薬品|

思 盟国 ・
サーティ力ンホームページ http: // www.certican .jp

| 薬価基準収載 |

急性拒絶反応抑制剤(抗 CD25 モノクローナル抗体)

弘山静髄制注湖副用Jl2
シムレクド小児用静注用1叩Om叫g 
|性生物由来製品唾E函量|岨処方筆医薬晶嗣| 

民-岡田置竃画面・ HV !J::f墨111m璽璽璽盟国

: 、 免疫抑制剤(カルシニュー l 、

ijj frf= 型住盟国
ネオーラルホームページ http:/ /www.neora l. jp
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メパソレディスファーマ株式会社
東京都港区虎ノ門ト23-1 干105-6333
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